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次の花粉症シーズンに備えよう！

「国民病」とも呼ばれる花粉症。直近の全国調査（2019年）によると、42.5％の人が花粉症
を有しており、その数は年々増加傾向です。
花粉症の症状は人により様々ですが、生活の質（QOL）に直結します。地球温暖化の影響で
花粉が飛散する数も増えることが予想されています。今年の3月には飛散時期の対策をお伝え
しましたが、今回は次の花粉症シーズンに備えて、治療法と今からできる対策についてお伝
えします。

花粉症の治療とは？

今からできるセルフケアについて

参考：厚労省，的確な花粉症の治療のために(第2版)
政府広報オンライン，政府の花粉症対策3本柱

個別のご相談は
相談フォームへ！

毎年花粉症でお困りの方、少しでも過ごしやすくするた
めにどういった対策が出来るか、ぜひご相談してみてく
ださいね。

鼻の粘膜を焼灼(しょうきゃく)することで、
鼻詰まりなどを和らげる

特に症状の重い方にはアレルゲン免疫療法が適応となります。

花粉症の治療には、その時の症状を軽減するための「対症療法」と、完治に向けて行う「根治療法」とがあ
ります。

根治療法

対症療法

➡ 2年間以上続けた後にやめた場合も、約70％の患者さんで効果が持続することがアンケート調査などで示
されています。

規則正しい生活習慣を

免疫機能を保つために、生活習慣を
見直しましょう💡
⚫ 睡眠をしっかりととる
⚫ バランスの良い食事をとる
⚫ 飲酒、喫煙を控える

➡鼻の粘膜を正常に保つために重要
です。

内服薬 点鼻薬
点眼薬

レーザー
治療

舌下免疫療法 ：アレルゲン（アレルギーを起こす物質）を含む錠剤を舌の下に入れて、アレルゲンを少し
ずつ体に取り入れ、慣らしていく治療法です。初回のみ来院で行いますが、それ以降は毎
日自宅で実施します。

：花粉の抽出液を、定期的に注射し、花粉抗原に対して防御する免疫を獲得させる方法です。
花粉症の季節の3か月以上前から始め、2年以上続けることが必要です。

➡数年単位で毎日舌下錠を服用するのは大変ですが、効果は高いと言われています。

皮下免疫療法

飛散のピークは2-4月頃です
が、10月中旬ごろからスギ花
粉の飛散が徐々に始まります。
早めの対策をとりながら、花
粉の付着しづらい衣服の着用
など、「家に持ち込まない」
習慣を身に着けるのも良いで
すね💡

花粉の飛散予測情報を確認
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